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十
一
、﹁
立
法
﹂
主
義
者
の
思
考
法

　

排
除
さ
れ
ゆ
く
生
命
を
顧
み
る
こ
と
の
な
い
、

「
救
済
」
を
唱
え
る
被
害
者
「
支
持
」
活
動
と
は
、

如
何
な
る
動
機
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
台
湾
の
消
費
者
団
体
（
即
ち
消
基
会
）
が

油
症
事
件
を
契
機
に
成
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
が
、
消
基

会
の
設
置
と
相
俟
っ
て
堕
胎
が
合
法
認
識
さ
れ
ゆ

く
基
底
に
は
、
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
思
考
構

造
が
存
在
し
て
い
る
。「
公
共
政
策
」
と
い
え
ば

聞
こ
え
は
い
い
が
、
こ
の
種
の
制
度
は
誰
の
た

め
に
存
在
す
る
の
か
と
問
え
ば
、
そ
こ
に
は
こ

の
「
聞
こ
え
」
と
は
裏
腹
に
、
唖
然
と
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
露
呈
す
る
。
そ
も
そ
も
、『
油
症

受
害
者
救
濟
法
草
案
』（
以
下
『
草
案
』）
の
提

出
に
際
し
、
こ
れ
に
関
連
す
る
実
定
法
の
存
在
理

由
に
向
き
合
っ
て
お
く
こ
と
は
、
被
害
者
の
「
支

持
」
を
謳
う
個
人
や
団
体
の
当
為
で
あ
っ
た
は
ず

だ
。
し
か
し
現
実
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
被
害
者
を

「
支
持
」
す
る
と
さ
れ
る
組
織
が
、
一
方
で
消
基

会
を
油
症
事
件
に
よ
っ
て
促
さ
れ
た
組
織
だ
と
認

識
し
な
が
ら
、
他
方
で
消
基
会
が
大
き
く
加
担
し

て
い
る
公
共
政
策
─
─
『
優
生
保
健
法
』
に
沈
黙

し
続
け
る
態
度
は
何
を
示
す
の
だ
ろ
う
。
な
ぜ
、

台
湾
油
症
被
害
者
支
持
協
会
（
Ｔ
Ｙ
Ｖ
Ｓ
Ｃ
、
以

下
「
油
症
協
会
」）
の
成
員
は
、
消
基
会
が
「
間

接
的
に
」
推
進
し
た
こ
の
政
策
に
平
静
で
い
ら
れ

る
の
か
。
わ
た
し
た
ち
は
、
無
前
提
に
「
支
持
」

と
い
う
語
に
見
と
れ
て
い
て
は
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、本
論
の
第
三
回
で
言
及
し
た「
予

防
原
則
」
を
振
り
返
り
つ
つ
、
問
題
を
立
体
化
し

て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
先
に
引
用
し
た
史
料
に

は
、
予
防
原
則
と
い
う
概
念
は
「
１
９
６
０
年
代

の
後
半
か
ら
、
７
０
年
代
初
頭
に
か
け
て
思
想
的

原
型
が
確
立
し
、
８
０
年
代
後
半
か
ら
国
際
政
治

や
国
際
法
の
世
界
で
市
民
権
を
獲
得
し
た
」
の
だ

と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
識
者
の
こ
の
「
国
際
」
認

識
に
沿
っ
て
台
湾
に
眼
を
向
け
て
み
る
と
、
１
９

６
０
年
に
中
国
家
庭
計
画
協
会（
以
下「
中
家
協
」）

が
堕
胎
・
捨
て
子
・
幼
児
虐
待
の
「
予
防
」
を
期

し
て
、
幼
兒
安
置
服
務
中
心
（
幼
児
保
育
所
）
を

戸 

倉 

恒 

信

油
症
問
題
の
同
時
代
史
的
考
察
（
７
）

│
│
予
防
原
則
と
系
譜
描
写
の
前
景
│
│
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設
立
し
た
事
実
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
家

協
と
は
、１
９
５
３
年
に
蒋
介
石
が
発
表
し
た『
民

生
主
義
育
樂
兩
篇
補
述
』
─
─
人
口
問
題
は
「
質

の
向
上
が
要
で
あ
る
。
…
…
栄
養
か
ら
衛
生
、
教

育
の
中
で
人
口
の
品
質
を
高
め
な
く
て
は
な
ら
」

な
い
。
そ
の
理
由
は
「
健
全
な
る
人
口
が
偉
大
な

る
力
と
な
る
か
ら
だ
」
─
─
を
受
け
て
設
置
さ
れ

た
機
関
で
あ
る
が
、人
を
捉
え
る
視
点
が
量
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
質
へ
と
転
換
す
る
の
は
こ
の
頃
で
あ
る

（『
台
灣
地
區
早
期
家
庭
計
畫
發
展
誌
詳
』を
参
照
。

台
灣
省
家
庭
計
畫
研
究
所
・
１
９
９
５
）。
た
だ
、

蒋
介
石
は
「
質
」
的
に
健
全
な
人
を
「
栄
養
か
ら

衛
生
、
教
育
の
中
」
と
い
う
、
飽
く
迄
も
後
天
的

に
捉
え
て
い
る
点
は
、
右
の
「
思
想
的
原
型
」
が

ど
う
い
う
内
容
を
含
蓄
し
て
い
た
の
か
を
照
射
す

る
は
ず
で
あ
る
。「
１
９
６
０
年
代
の
後
半
か
ら
、

７
０
年
代
初
頭
に
か
け
て
思
想
的
原
型
が
確
立
」

し
た
と
さ
れ
る
予
防
原
則
は
、「
栄
養
か
ら
衛
生
、

教
育
」
に
関
心
を
示
す
台
湾
の
学
界
に
何
を
要
請

し
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
台
湾
の
公
共
衛

生
学
界
で
は
、
70
年
代
後
半
頃
か
ら
「
国
際
的
な

思
潮
」
を
媒
介
さ
せ
つ
つ
、堕
胎
と
い
う
「
行
為
」

に
対
す
る
態
度
を
「
合
法
」
へ
と
切
り
替
え
て
い

っ
た
。い
う
な
れ
ば
、蒋
介
石
が「
栄
養
か
ら
衛
生
、

教
育
の
中
」
で
位
置
づ
け
た
語
の
意
味
は
、
60
〜

70
年
代
に
「
質
の
向
上
」
を
妨
げ
る
人
の
出
生
そ

れ
自
体
を
予
防
す
る
、
へ
と
修
正
さ
れ
て
い
っ
た

の
だ
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
つ
の
油
症
事
件
を
捉
え
る
際
、

カ
ネ
ミ
油
症
事
件
が
日
本
の
『
優
生
保
護
法
』（
１

９
４
１
年
の
『
国
民
優
生
法
』
か
ら
移
行
）
の
施

行
下
で
発
生
し
て
い
た
事
実
と
、
カ
ネ
ミ
油
症
事

件
の
「
再
発
」
認
識
の
掩
翳
で
、
台
湾
に
於
い
て

は
事
件
後
に
『
優
生
保
健
法
』
が
施
行
さ
れ
て
ゆ

く
と
い
う
「
ズ
レ
」
は
、
何
を
問
い
掛
け
る
で
あ

ろ
う
。
そ
の
後
、
日
本
で
は
『
優
生
保
護
法
』
の

存
否
が
、「
次
世
代
へ
の
影
響
」
が
指
摘
さ
れ
る

中
毒
事
件
等
か
ら
で
な
く
、専
ら
『
ら
い
予
防
法
』

と
共
に
吟
味
さ
れ
、
１
９
９
６
年
に
前
者
は
『
母

体
保
護
法
』
へ
と
移
行
、
後
者
は
一
世
紀
に
及
ぶ

立
法
政
策
に
終
止
符
を
打
っ
て
ゆ
く
。
換
言
す
れ

ば
、「
次
世
代
へ
の
影
響
」
が
指
摘
さ
れ
る
中
毒

事
件
に
関
心
を
抱
く
医
者
や
法
律
家
、
ま
た
運
動

家
は
、「
優
生
」
関
連
の
思
想
と
法
案
に
は
未
だ

無
関
心
を
装
っ
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
た
だ
、
と

は
い
え
彼
ら
は
油
症
事
件
の
被
害
者
と
其
の
家
族

が
社
会
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
現
実
を
、「
そ
れ

な
り
に
」
問
題
認
識
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
例

え
ば
、『
草
案
』
第
十
八
条
に
は
、「
油
症
被
害
者

の
人
格
及
び
合
法
的
な
権
益
は
、
尊
重
さ
れ
、
保

障
さ
れ
、
就
業
・
居
住
・
医
療
等
の
権
益
は
、
蔑

視
的
待
遇
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と
や
、「
油

症
被
害
者
の
医
療
に
従
事
す
る
機
関
・
機
構
・
団

体
の
人
員
は
、
執
務
と
方
法
に
注
意
し
て
、（
被

害
者
の
）
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
社
会
生
活
の
営
み
を

保
護
し
、
そ
の
資
料
を
漏
洩
し
て
は
な
ら
な
い
」

（
筆
者
訳
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
こ
で
嘗
て
の
『
ら
い
予
防
法
』
廃
止
の
本
質
的

な
理
由
─
─
他
の
特
殊
な
法
律
を
作
る
こ
と
な

く
、
全
て
の
差
別
待
遇
的
な
諸
法
律
は
撤
廃
す
べ

き
だ
、を
想
起
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
の
だ
。『
ら

い
予
防
法
』の「
廃
止
」が
、新
た
な
実
定
法
の「
導

入
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
な
い
理
由
と
は
何
で
あ

っ
た
か
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
草
案
』
第
十
八
条
に
「
油

症
被
害
者
の
社
会
生
活
は
、
中
毒
事
件
を
理
解
し

な
い
第
三
者
か
ら
異
様
な
眼
差
し
や
蔑
視
を
受
け

る
、
と
い
う
こ
と
を
鑑
み
て
、
油
症
被
害
者
は
蔑

視
か
ら
免
れ
る
こ
と
を
立
法
的
に
保
障
す
る
」（
筆

者
訳
）、
と
い
う
注
釈
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
の
点
か
ら
思
考
が
可
能
で
あ
る
（
史
料
一
）。

奇
妙
な
の
は
、
論
者
は
こ
こ
で
問
題
の
要
因
に
つ
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い
て
「
事
件
を
理
解
し
な
い
第
三
者
」
を
想
定
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
仮
に
わ
た
し
た
ち
の
社
会
に

於
け
る
「
蔑
視
」
の
生
成
が
、油
症
事
件
へ
の
「
理

解
」
に
拠
る
も
の
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
法
的
機
制

に
拠
っ
て
そ
う
い
う
行
為
に
対
処
す
る
必
要
な
ど

な
い
で
は
な
い
か
。
問
題
が
「
理
解
」
に
係
わ
る

こ
と
な
ら
、
法
的
規
制
を
与
え
る
前
に
、
何
を
ど

う
理
解
す
べ
き
か
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
い
い
の
だ

か
ら
。
し
か
し
『
草
案
』
第
二
十
四
条
に
至
っ
て

は
、
ご
丁
寧
に
「
相
関
す
る
人
員
が
、
第
十
八
条

の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
、台
湾
ド
ル
十
万
以
上
、

五
十
万
以
下
の
罰
金
に
処
す
」
と
記
し
て
い
る
の

だ
か
ら
恐
れ
入
る
。
そ
も
そ
も
、
人
格
及
び
権
益

を
尊
重
し
、保
障
す
る
行
為
に
「
相
関
す
る
人
員
」

と
は
誰
な
の
か
。こ
れ
を
著
し
て
い
る「
識
者
」は
、

も
し
か
す
る
と
自
身
が
数
十
年
に
渡
る
問
題
の
構

成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
し
た
積
も
り
に
な
っ
て
い

る
第
三
者
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
か
も

知
れ
な
い
。

　

こ
こ
で
再
度
、
本
論
の
第
三
回
で
引
用
し
た

『
復
権
の
日
月
』
の
記
載
内
容
を
思
い
出
し
て
み

る
こ
と
に
し
よ
う
。
編
者
は
『
ら
い
予
防
法
』
が

「
廃
止
」
さ
れ
た
こ
と
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
も
一
般

の
病
気
と
同
列
に
扱
っ
て
い
い
の
だ
と
考
え
た
と

し
た
ら
余
り
に
短
絡
的
だ
、
と
述
べ
て
い
た
。
つ

ま
り
こ
れ
を
援
用
す
る
と
、
実
定
法
の
「
導
入
」

は
、「
油
症
被
害
者
は
蔑
視
か
ら
免
れ
る
」
こ
と

を
保
障
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
。
お

分
か
り
で
あ
ろ
う
か
。『
ら
い
予
防
法
』
の
廃
止

は
、
患
者
の
人
格
及
び
合
法
的
な
権
益
は
、
尊
重

さ
れ
、
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
立
法
化
す
る
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
就
業
・
居
住
・
医
療
等
の
権
益
は
、

蔑
視
的
待
遇
を
受
け
な
い
こ
と
を
再
び
立
法
化
す

る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ

は
法
規
制
す
る
以
前
の
倫
理
的
な
事
柄
で
あ
る
か

ら
だ
。
１
９
９
６
年
の
『
ら
い
予
防
法
』
の
廃
案

は
、「
立
法
」
に
よ
っ
て
社
会
問
題
は
解
決
さ
れ

る
、
と
い
っ
た
考
え
が
如
何
に
短
絡
的
で
索
漠
と

し
た
論
理
で
あ
る
の
か
を
実
証
し
て
い
る
。
だ
か

ら
こ
そ
今
一
度
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
抱
え
る
個
人
と

そ
の
家
族
（
次
世
代
）
に
展
開
さ
れ
て
い
る
社
会

的
排
除
の
「
否
」
を
知
り
つ
つ
も
、
実
定
法
の
不

法
性
を
終
始
不
問
に
し
て
い
た
「
立
法
」
主
義
者

が
、
嘗
て
の
日
本
の
『
優
生
保
護
法
』
と
如
何
な

る
距
離
関
係
に
あ
っ
た
か
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
こ
の
問
い
は
、『
草
案
』
の
「
立
法
」

化
を
叫
ん
で
い
る
個
人
や
団
体
が
、『
優
生
保
健

法
』
に
見
て
み
ぬ
振
り
を
す
る
行
為
と
如
何
な
る

関
係
に
あ
る
の
か
を
照
ら
す
は
ず
だ
。

　

か
く
し
て
、こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
「
尊
重
さ
れ
、

保
障
さ
れ
」
る
諸
権
益
の
中
に
、「
家
族
」
を
構

成
す
る
基
本
的
な
範
疇
─
─
婚
姻
が
抜
け
落
ち
る

理
由
が
、
あ
の
二
つ
の
系
譜
に
即
し
て
炙
り
出
さ

れ
る
。『
草
案
』
を
著
し
た
こ
の
「
識
者
」
は
、

中
毒
事
件
を
「
理
解
し
な
い
第
三
者
」
の
言
行
に

問
題
の
発
生
要
因
を
見
て
い
た
。
し
か
し
「
油
症

被
害
者
は
蔑
視
か
ら
免
れ
る
こ
と
を
立
法
的
に
保

障
す
る
」
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
「
法
律
」
を

史料一：『油症被害者救済法草案』( 抜粋 )・2011 年 6 月
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作
り
出
す
フ
ァ
ク
タ
ー
は
も
と
よ
り
、『
優
生
保

健
法
』
を
合
法
化
さ
せ
て
い
る
学
問
（
優
生
学
）

的
論
拠
と
真
面
目
に
向
き
合
う
こ
と
こ
そ
が
、「
理

解
」
に
近
づ
く
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
油
症
事
件

に
関
心
を
示
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
『
優
生

保
健
法
』
を
黙
認
し
な
が
ら
台
湾
で
提
出
さ
れ
る

『
草
案
』を
前
に
、歴
史
的
な
教
訓
に
照
ら
し
て「
救

済
」
と
い
う
概
念
を
空
文
化
さ
せ
る
活
動
に
異
議

を
唱
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

十
二
、『
文
化
研
究
』
を
無
視
す
る
運
動

　

公
聴
会
が
開
催
さ
れ
た
日
、
油
症
協
会
は
自
ら

が
推
し
進
め
る
こ
の
『
草
案
』
の
通
過
を
呼
び
か

け
る
署
名
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の『
声
明
文
』

は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
ｓ
が
多
く
の
疾
病
を
齎
す
こ
と
や
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
的
な
対
応
を
記
し
た
上
で
、
協

会
設
立
の
経
緯
と
近
年
の
事
件
「
認
識
」
を
以
下

の
よ
う
に
綴
っ
て
い
た
。

２
０
０
８
年
、
初
め
て
被
害
者
の
生
命
の

軌
跡
を
記
録
し
た
フ
ィ
ル
ム
『
與
毒
共
存
』

が
放
映
さ
れ
て
か
ら
一
度
社
会
的
な
討
論

が
起
こ
り
、
２
０
０
９
年
に
は
間
接
的
に

「
台
湾
油
症
受
害
者
支
持
協
会
」
の
成
立
が

促
さ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年
末
『
被
遺
忘
的

１
９
７
９
─
─
台
湾
油
症
事
件
三
十
年
』

が
出
版
さ
れ
た
が
、
多
く
の
人
が
依
然
困

窮
し
て
変
わ
ら
ぬ
油
症
被
害
者
の
処
遇
に

驚
い
た
。
残
念
な
の
は
、
こ
の
二
年
以
来
、

衛
生
署
は
協
会
の
働
き
か
け
に
応
じ
て
、

象
徴
的
に
中
部
地
域
の
病
院
に
特
別
問
診

窓
口
を
設
け
る
こ
と
と
、
健
康
保
険
カ
ー

ド
に
油
症
被
害
者
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し

た
以
外
、
何
等
積
極
的
な
医
療
保
障
を
行

っ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。（『
連
署
聲
明
』・

２
０
１
１
、
筆
者
訳
）

　

論
者
は
、
協
会
が
発
足
し
た
契
機
に
「
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
」
映
像
の
放
映
が
あ
り
、
協
会
設
立

の
翌
年
に
相
関
す
る
本
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
言

及
し
て
、「
依
然
困
窮
し
て
変
わ
ら
ぬ
油
症
被
害

者
の
処
遇
に
驚
い
た
」
と
い
う
。
こ
こ
に
は
被
害

者
を
「
被
写
体
」
に
す
る
手
法
に
拠
っ
て
、
被
害

者
の
処
遇
は
改
善
す
る
、
と
い
う
期
待
が
充
ち
溢

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
媒
体
製
作
者
が
協
会

の
理
事
を
担
っ
て
い
る
事
や
、
成
員
が
こ
れ
ら
の

テ
ク
ス
ト
に
共
感
す
る
人
た
ち
で
あ
る
事
を
鑑
み

れ
ば
、
そ
う
し
た
期
待
が
起
き
る
の
も
当
然
で
あ

る
が
、
其
の
事
と
、
協
会
の
発
足
が
「
間
接
的
」

だ
と
解
釈
す
る
こ
と
と
は
、
本
来
区
別
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
つ
ま
り
近
年
の
現
況
に
言
及
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
「
間
接
的
」
な
事
柄
よ
り

も
、
状
況
に
「
直
接
的
」
に
介
入
し
て
い
る
事
実

を
優
先
的
に
記
す
る
の
が
「
非
営
利
」
団
体
の
あ

る
べ
き
態
度
で
は
な
い
の
か
。
組
織
が
根
源
的
に

私
物
化
さ
れ
て
い
る
と
、「
非
営
利
」
的
な
討
議

は
、
常
に
組
織
の
外
側
か
ら
働
き
か
け
ら
れ
る
の

だ
。
そ
こ
で
、
右
『
声
明
文
』
や
公
聴
会
の
『
趣

意
書
』
に
は
一
言
も
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
媒

体
の
存
在
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

２
０
１
０
年
春
、
台
湾
の
行
政
機
関
（
国
家

科
学
委
員
会
）
が
推
薦
す
る
雑
誌
『
文
化
研
究
』

（R
outer

：A
 Journal of C

ultural S
tudies

）

に
於
い
て
「
油
症
問
題
」
に
関
す
る
誌
上
論
壇
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
討
論
は
、
２
０
０
８
年
の

秋
に
台
湾
清
華
大
学
で
行
わ
れ
た
子
安
宣
邦
氏
の

講
演
：『
近
代
日
本
と
二
つ
の
倫
理
学
』
を
基
調

原
稿
と
し
、
２
０
１
０
年
春
に
当
該
論
文
を
「
医

療
倫
理
・
生
命
倫
理
」
と
い
う
範
疇
か
ら
捉
え
直

し
た
も
の
で
あ
る
。
討
論
は
、
こ
の
基
調
原
稿
の

論
旨
に
沿
い
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
更
に
具
体
的
な
事

例
（
即
ち
二
つ
の
油
症
事
件
）
を
介
し
て
、
当
該
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事
件
に
関
心
を
抱
く
諸
氏
が
「
倫
理
」
と
い
う
語

に
向
き
合
う
と
い
う
も
の
で
、
陳
昭
如
と
カ
ネ
ミ

油
症
研
究
者
の
宇
田
和
子
が
、
拙
著
『
預
防
原
則

與
受
害
者
支
持
的
悖
論
：「
油
症
問
題
史
」
的
現

在
與
其
去
向
』（
予
防
原
則
と
被
害
者
支
持
の
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
：「
油
生
問
題
史
」
の
現
在
と
其
の

行
方
・
以
下
「
拙
著
」）
に
答
え
る
、
と
い
う
形

態
が
採
ら
れ
た
。

　

討
論
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
れ
ば
、
ま
ず
子
安
氏

の
基
調
原
稿
で
は
、
倫
理
と
倫
理
学
の
現
状
に
つ

い
て
、
染
色
体
異
常
と
「
診
断
」
さ
れ
た
胎
児
に

向
き
合
う
母
親
の
苦
悩
を
事
例
に
、
倫
理
学
者
が

こ
の
「
正
常
と
異
常
の
基
準
線
」
の
画
定
作
業
の

ど
こ
か
に
居
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
以
下
の
よ
う

に
示
唆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
決
し
て
最
終
的
な
選
択
に
苦
し
む

母
親
に
寄
り
添
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

最
終
の
選
択
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
苦
し
む
母

親
た
ち
こ
そ
、
倫
理
と
は
何
か
と
い
う
根

底
的
な
問
い
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
問
い
を
共
に
せ
ず
し
て
倫
理
学
者
は

何
を
問
う
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
予

防
医
学
の
背
後
に
あ
っ
て
、
基
準
線
の
画

定
に
、
い
い
か
え
れ
ば
予
防
医
学
の
正
当

化
に
か
か
わ
る
生
命
倫
理
学
と
は
、
母
親

た
ち
の
発
す
る
倫
理
へ
の
問
い
を
共
に
し

な
い
ば
か
り
で
は
な
い
。
む
し
ろ
母
親
た

ち
を
い
っ
そ
う
苦
し
い
選
択
へ
と
追
い
込

む
よ
う
な
生
命
管
理
学
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。（『
文
化
研
究
』
遠
流
出
版
・

２
０
１
０
）

　

氏
の
こ
の
問
い
は
、
宗
族
関
係
が
日
本
に
比
し

て
強
く
意
識
さ
れ
る
台
湾
に
於
い
て
、
よ
り
切
実

な
問
題
を
提
起
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
現
代
の
予

防
医
療
を
無
批
判
に
支
持
し
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ

る
「
正
常
／
異
常
」
の
画
定
作
業
に
浸
っ
て
い
る

の
は
、
何
も
倫
理
学
者
だ
け
に
典
型
的
で
は
な
い

事
実
─
─
「
予
防
原
則
」
を
掲
げ
る
運
動
家
は
も

と
よ
り
、『
優
生
保
健
法
』
を
支
持
し
て
い
る
法

律
家
か
ら
公
共
衛
生
学
者
ま
で
─
─
を
照
ら
し
た

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
拙
著
で
は
、
２
０
０
９
年
１

０
月
の「
台
湾
油
症
被
害
者
支
持
協
会
設
立
大
会
」

で
配
布
さ
れ
た
冊
子
内
容
を
引
用
し
た『
聨
合
報
』

の
報
道
：『
遺
毒
傳
下
一
代
』（
史
料
二
）
を
事
例

に
、
社
会
運
動
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
実
際
を
批

判
す
る
べ
く
、
こ
う
し
た
病
を
抱
え
る
人
を
「
異

常
」
認
知
か
ら
囲
い
込
ん
で
ゆ
く
作
業
が
、
被
害 史料二：「台湾油症被害者支持協会設立大会」翌日の『聨合報』（朝刊）
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者
（
と
そ
の
家
族
、
或
い
は
次
世
代
）
を
い
っ
そ

う
苦
し
い
選
択
へ
と
追
い
込
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
問
う
た
の
で
あ
る
。

　
『
聨
合
報
』
の
報
道
に
は
、郭
育
良
の
論
文
『
多

氯
聯
苯
／
戴
奧
辛
類
環
境
毒
性
物
質
之
人
體
健
康

影
響
：
油
症
』
に
出
現
す
る
：「
中
毒
第
二
世
代

の
子
供
は
、
其
の
行
為
に
異
常
な
現
象
が
有
り
、

特
に
身
体
が
優
れ
ず
、
集
中
力
が
な
く
、
不
良
行

為
、
攻
撃
性
あ
る
行
為
等
が
、
そ
れ
と
対
照
す
る

グ
ル
ー
プ
に
比
し
て
高
か
っ
た
」（『
看
守
台
湾
』・

２
０
０
４
）
と
い
う
一
文
が
「
部
分
的
に
」
引
用

さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
郭
が
、
被
害
者
の
第
二

世
代
を
以
っ
て
「
異
常
」
行
為
や
「
不
良
」
行
為

を
帰
納
す
る
作
業
と
ど
う
い
う
距
離
に
あ
る
の
か

は
、
差
し
あ
た
っ
て
の
問
題
で
は
な
い
。
寧
ろ
考

え
る
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
被
害
者
を
「
支
持
」
す

る
活
動
に
は
、
既
に
被
害
者
と
そ
の
子
供
を
「
異

常
」
と
い
う
コ
ー
ド
か
ら
画
定
し
て
「
正
常
」
者

と
区
別
す
る
行
為
に
、
何
等
の
抗
体
も
持
た
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
。
試
み
に
論
壇
で
の
筆
者
の
こ

の
問
い
に
陳
昭
如
が
ど
う
「
応
答
」
し
た
の
か
を

見
て
お
こ
う
。

実
際
に
（
設
立
大
会
）
当
日
に
参
加
者
が

手
に
し
た
資
料
を
見
る
と
、
郭
育
良
の
『
多

氯
聯
苯
／
戴
奧
辛
類
環
境
毒
性
物
質
之
人

體
健
康
影
響
：
油
症
』
以
外
に
は
、
相
関

す
る
多
く
の
文
字
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

戸
倉
の
論
文
は
そ
れ
ら
に
触
れ
て
い
な
い
。

郭
育
良
の
論
文
に
は
、
第
二
世
代
被
害
者

の
「
異
常
」
現
象
だ
け
を
陳
述
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
第
一
世
代
の
被
害
者
の

健
康
問
題
に
も
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、

戸
倉
の
論
文
は
こ
れ
を
協
会
「
支
持
の
立

場
上
の
問
題
」
の
証
拠
と
し
、
新
聞
社
が

自
ら
創
り
だ
し
た
議
題
の
「
尻
拭
い
」
を

協
会
に
求
め
る
と
い
う
の
は
、
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。（『
如
何
尋
找
支
持
的

立
場
：
回
應
〈
預
防
原
則
與
受
害
者
支
持

的
悖
論
〉、『
文
化
研
究
』・
２
０
１
０
、
筆

者
訳
）

　

こ
の
論
述
が
、
そ
も
そ
も
拙
稿
に
対
す
る
「
応

答
」
と
し
て
成
立
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ

る
が
、
陳
は
当
該
論
壇
の
趣
旨
に
向
き
合
う
に
際

し
て
、ア
プ
リ
オ
リ
に「
異
常
」描
写
を
不
問
に
し
、

そ
こ
か
ら
郭
の
論
文
を
引
用
し
た
記
事
は
、「
新

聞
社
が
自
ら
創
り
だ
し
た
議
題
」
に
過
ぎ
な
い
の

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
奇
妙
な
の
は
、
郭
の
「
異

常
」
描
写
を
不
問
に
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
次
世
代

の
そ
う
し
た
「
異
常
」
を
引
用
す
る
新
聞
報
道
に

つ
い
て
、
彼
ら
が
「
自
ら
作
り
出
し
た
議
題
」
な

の
だ
と
述
べ
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
に

は
「
状
況
」
を
作
り
出
し
て
い
る
運
動
が
、
そ
こ

か
ら
流
出
す
る
社
会
「
問
題
」
に
向
き
合
う
力
を

持
た
な
い
、
い
う
な
れ
ば
場
当
た
り
的
な
活
動
で

あ
っ
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
は
い
ま
い
か
。「
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
映
像
に
は
激
し
く
共
感
す
る

く
せ
に
、そ
う
し
た
状
況
が
新
た
に
作
り
出
す「
問

題
」
に
は
無
関
心
で
い
ら
れ
る
感
覚
は
、「
救
済
」

と
い
う
語
を
支
持
す
る
者
に
特
有
の
精
神
な
の
か

も
知
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、な
ぜ
被
害
者
「
支
持
」

協
会
の
設
立
大
会
に
報
道
関
係
者
は
カ
メ
ラ
を
担

い
で
詰
め
掛
け
て
い
た
の
か
、
全
く
不
可
解
で
あ

る
。

　

結
論
的
に
言
お
う
。
設
立
大
会
当
日
、
会
場
で

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
フ
ィ
ル
ム
の
被
写
体
と
な
っ
た

被
害
者
が
、
新
聞
記
者
と
報
道
カ
メ
ラ
に
包
囲
さ

れ
、
更
な
る
「
被
写
体
」
と
な
る
光
景
に
不
感
症

で
い
ら
れ
る
態
度
の
中
に
、
本
論
で
い
う
油
症
問

題
を
作
り
出
す
本
質
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
潜
ん
で

い
る
の
だ
。
こ
う
し
た
指
摘
に
対
し
て
、郭
は「
第
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二
世
代
被
害
者
の
『
異
常
』
現
象
だ
け
を
陳
述
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
第
一
世
代
の
被
害
者
の

健
康
問
題
に
も
言
及
し
て
い
る
」
と
答
え
る
の
は

詭
弁
で
あ
る
。
当
該
論
壇
の
趣
旨
は
、「
正
常
／

異
常
」
の
画
定
作
業
に
浸
っ
て
い
る
「
わ
れ
わ
れ
」

の
意
識
を
問
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
し
た
意
識
を

額
面
ど
お
り
に
追
認
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
油
症

問
題
を
「
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
ま
ま
、

論
壇
に
参
与
し
て
い
る
作
家
の
態
度
は
、既
に『
被

遺
忘
的
１
９
７
９
─
─
台
湾
油
症
事
件
三
十
年
』

が
如
何
な
る
「
問
題
」
意
識
か
ら
著
さ
れ
た
の
か

を
物
語
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。「
予
防
原
則
」

を
掲
げ
、
基
準
線
の
画
定
と
、
そ
し
て
現
代
予
防

医
学
の
正
当
化
を
支
持
す
る
社
会
運
動
は
、「
母

親
た
ち
の
発
す
る
倫
理
へ
の
問
い
を
共
に
し
な
い

ば
か
り
で
は
な
い
。
む
し
ろ
母
親
た
ち
を
い
っ
そ

う
苦
し
い
選
択
へ
と
追
い
込
む
よ
う
な
生
命
管
理

学
」
に
大
き
く
加
担
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

か
く
し
て
「
こ
の
二
年
以
来
」、
油
症
協
会
は

油
症
問
題
に
向
き
合
う
人
の
「
働
き
か
け
」
に
対

し
て
、「
何
等
積
極
的
に
」
公
開
討
議
を
し
な
い

理
由
が
炙
り
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、「
依
然
困
窮
し
て
変
わ
ら
」
な
い
の
は
、
油

症
被
害
者
の
処
遇
だ
け
で
は
な
い
の
だ
。
こ
う
し

た
活
動
を
支
持
す
る
「
組
織
人
」
自
身
の
抱
え
る

意
識
に
は
、
既
に
「
油
症
被
害
者
の
処
遇
」
と
い

う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
根
本
的
に
考
え
直
す
契
機
自
体

が
失
わ
れ
て
い
る
。『
趣
意
書
』
や
『
草
案
』
に

於
い
て
『
優
生
保
健
法
』
を
容
認
す
る
思
想
と

の
関
連
性
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
と
同

様
、「
倫
理
」
を
め
ぐ
っ
て
提
起
さ
れ
た
「
油
症

問
題
」
を
、
協
会
の
作
成
す
る
「
公
的
」
資
料
か

ら
篩
い
落
と
し
、見
て
み
ぬ
振
り
を
す
る
行
為
は
、

既
に
実
定
法
の
設
置
が
、誰
に
対
し
て
「
プ
ラ
ス
」

で
あ
る
の
か
を
暗
示
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

つ
づ
く

（
と
く
ら　

つ
ね
の
ぶ
）

連
絡
先
：douis@

m
s53.hinet.net


